


「子どもと会話するよう
　　　　　　   心がけています」
　6歳の娘と1歳の息子がいます。時
間があるときは絵本の読み聞かせや縄
跳びなど、できるだけ付き合うようにし
ています。遊びを楽しむのと同じくらい
人と接することの楽しさを感じてもらい
たいので、休日には家族でキャンプに
行ったりもします。そのせいか、
この講座でも積極的に他の
子と接したりして、楽しそう
に参加していると感じました。

目の不自由な方への情報ツールとして開発された二次元シンボル「ＳＰコード」を掲載しています。
専用の読み取り装置を使って、今号の内容を要約した文字情報を音声で聞くことができます。
専用の読み取り装置は市内の公共施設9か所に設置しています。 くわしくは協働推進課へお問い合わせください。

　中央体育館の多目的室で3回にわ
たって行われたイクメン講座。11月23日
の第1回目には、10組のパパと子どもが
参加しました。
　タオル、縄跳び、マットを使って、簡単な
運動をしながら親子でふれあう２時間。
走る、つかまる、転がる、ジャンプするな
ど、一見単純な動きですが、全身の筋肉
を使って、体の基礎をつくる運動です。タ
オルでお父さんが子どもを持ち上げたり、
子どもがお父さんをひっぱったり。マット運
動では、前転や後転を上手にするため

のお父さんの手の添え方も
教えてもらいました。
　子どもを見つめるパパの
優しい目、パパといっしょで
安心しきった子どもたちの
笑顔が印象的でした。笑笑顔笑顔が印が印象的象的でしした。。

　今の子どもたちは外遊びの機会が少な
く体力が落ちています。今回のような簡
単な体操でも毎日続けることで継続力を
養い、けがを防ぐ体づくりに役立ちます。
「できる」ことよりもいっしょに体を動かす楽
しさを共有してほしいですね。普段は仕事
で忙しいお父さんも、遊びや会話を通して
子どもとのスキンシップやコミュニケーショ
ンを深めてほしい。子どもと向き合う時間
を持つことはとても大切なことですから。
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「子ども目線でいっしょに楽しむ」
　平日は仕事で忙しく、子育てに関心
はあっても実際はあまり関わることがで
きません。その分、休みの日は母親と
はやらないような遊び、たとえば戦い
ごっこや体を動かす遊びをしています。
一緒にいるときは、できるだけ子ども目
線で見たり考えたりすることを意識して
います。子どもとの時間を楽し
んでいます。

「どの子もバランスよく関わる」
　うちは子どもが３人います。上から６歳、
４歳、２歳で、それぞれに合わせた遊び
方をするために参加しました。休日は家
族全員で出かけることも多いですが、どう
しても上の子中心になりがちです。真ん
中の子と下の子にも目を向けて、愛情不
足にならないよう気をつけています。休日
の空いた時間に公園に連れてい
くなど、子ども達と接する時間
をとって、一人ひとりと関わ
ることを心がけています。

「おままごと以外の遊びを」
　４歳の娘と生まれたばかりの子がいま
す。親戚で集まると皆は赤ちゃんに行く
ので、その間は娘と一緒にいて、淋し
がらないよう心がけました。毎日帰りが
遅いので、子ども達と顔を合わせるの
は、朝食の時間くらい。せめて休日は、
遊びだけの時間を長くとりたいです。
今回、ままごと以外のパパなら
ではの遊びを学べました。家
の中や外で、早速実践でき
そうです。

「かけがえのない時間を大切に」
　早起きをして散歩に行ったり、お風
呂に入ったり、一緒に過ごす時間をで
きるだけ作っています。平日は仕事の
都合でほとんど寝顔を見るだけですが、
なんとか早く帰宅して、月に１、２回は
私が寝かしつけています。子どもとふれ
あう時間は、楽しいし大事にしたいです
ね。生まれた時から決めていた
ことですが、親の気分次第
で子どもへの接し方を変えな
いようにしています。

「休日は子どもと思う存分楽しむ」
　子どもが起きる前に出勤します。帰
宅したらもう寝ているので、いつも寝顔
を見るだけですね。その代わり、休日
は十分に遊びますよ。今日の講座のよ
うに、特に体を動かして楽しんでいます。
子育ては体力勝負ですよね。抱っこや
力が要ることなどはすすんで私がやる
ように心がけています。平日仕
事で子どもとの時間がとれな
い分は、休日に解消してい
ます。

「子どもができてから
　地域との関わりもできました」
　夜勤があり不規則な仕事ですが、
朝食は家族で食べるように心がけてい
ます。家にいるときは、子どもたちをお
風呂に入れたり、食後の皿洗いをした
りしています。子どもと遊ぶときは自分
も子どもになったつもりで思い切り遊び
ます。各種イベントにも積極的
に参加するようになって活動
範囲が広がり、地域との関
わりもできました。

「成長過程に合わせた関わり方を」
　娘は体を動かすことが大好きなの
で、時間があればとにかく一緒に遊ん
でいます。下の子はまだ小さくて一緒
に遊べないけれど、これから楽しみで
す。子どもたちの成長過程に合わせた
関わり方をしていきたいと思います。今
はとにかく一緒に遊ぶことですね。自
然とそういう風になりました。仕
事は忙しいですが、子育て
に関わる時間をもっと増やし
たいですね。

VVOICE    参加者の声

福生のパパたちは、多忙な中、工夫しながら子どもと関わる時間を作っていることが
わかりました。長時間労働の解消やワークライフバランスが進めば、今よりもっと育児
に参加できて、子どもたちの笑顔も増えるかもしれませんね。

身近なもので体力づくり
お父さんの出番です！
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